
一般社団法人 日本産業保健師会 2022年度 第3回研修会

職場不適応や人間関係トラブル等によりメンタル不調となる労働者の中には、

発達障害（およびその傾向）を潜在的に持つ労働者が存在し、本人が困難を

抱えるだけでなく、上司や同僚が対応に苦慮することも少なくありません。

保健師に求められる機能として、労働者の障害の程度や適性に応じて、

労働者の能力を発揮できる環境調整、本人や周囲の人々の支援などがあります。

ー産業保健師活動のあり方の本質に迫るー

「発達障害傾向のある社員・職場をどう支援するか」

▶講師

東京都立中部総合精神保健福祉センター
副所長 菅原 誠 先生

日時 2023年4月22日（土）13:00～14:45

方法 ZOOMミーティング

参加費 日本産業保健師会会員：2,000円 非会員：5,000円

対象・定員 会員・非会員・職種を問わず参加希望の方 ＜先着100名＞

https://peatix.com/event/3465753申込方法

申込締切 2023年4月21日（火）23:00まで

一般社団法人 日本産業保健師会
働く人の健康を支援する問い合わせ先（事務局代行）:

株式会社SOUBUN.COM（ソウブンドットコム）

E-mail: sangyohokenshi＠soubun.org

本研修会では、発達障害の分類、

コミュニケーションや考え方の特性などの

基礎知識のほか、職域における事例性の

考え方についてご講演を頂きます。

この学びをふまえ、産業保健師の役割に

ついて考えて、自身の活動に活かしましょう。

https://peatix.com/event/3465753

